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令和 5 年 度 の 決 算 報 告
令和5年度　資金収支計算書（法人全体）

令和5年度　貸借対照表（法人全体）

令和5年度　事業活動計算書（法人全体）

（自）令和5年4月1日～（至）令和6年3月31日（単位：円）

令和6年3月31日現在（単位：円）

（自）令和5年4月1日～（至）令和6年3月31日（単位：円）
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相談窓口 ほっとセンター内（担当：岡林・吉松）�TEL：７３－１１７３
大月町社会福祉協議会� TEL：７３－１１１９

お電話・訪問・来所等、ご希望の方法で相談に応じます。
まずはお電話にてご連絡ください。

　町民の皆様には、赤い羽根共同募金運動に対しまして、いつも温かいご支援、
ご協力を賜り、心からお礼を申し上げます。
　さて、今年も全国一斉に、10月1日から赤い羽根共同募金運動が始まります。
皆さまからお寄せいただいた募金の約70％は大月町の福祉活動に、約30％が高知
県内の広域的な活動や災害支援に使われています。
　「じぶんの町を良くするしくみ」として、地域の福祉向上のために広く活用さ
れています。皆さまのご協力を今年もお願いいたします。

　令和6年度第47回大月町社会福祉大会並びに第54回大月
町老人単科大学を開催します。午後からは、今年は民生委
員児童委員による福祉一座芸能大会を開催します。ご近所
お誘い合わせのうえ、多くの参加をお待ちしています。

大月町社会福祉大会 並びに
老人単科大学・高齢者芸能大会開催のお知らせ

日時 11月19日（火）　午前9時30分～

会場 大月町農村環境改善センター

講演 四万十市観光大使・土佐の寅さん 間  六口さん
　『笑って伸ばそう健康寿命』

相談支援員 に

ご相談ください

相談支援員 に

生活困窮者自立支援事業生活困窮者自立支援事業生活困窮者自立支援事業
生活やお仕事などでお困りの方は生活やお仕事などでお困りの方は

ご相談ください

相談支援員 に

仕事が
見つからない

家族がひきこもりで
心配

家計のやりくりが
上手くいかない

令和6年度
赤い羽根共同募金にご協力をお願いします
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9
月
5
日（
木
）宿
毛
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

令
和
6
年
度
幡
多
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会

が
行
わ
れ
、
大
月
町
か
ら
も
民
生
委
員
児
童
委
員
23
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
全
国
各
地
で
相
次
ぐ
自
然
災
害
に
備
え
、

こ
れ
ま
で
の
多
く
の
災
害
の
中
で
学
ん
だ
教
訓
を
振
り
返

り
な
が
ら
、今
後
の
活
動
に
ど
う
活
か
せ
る
か
を
共
に
考
え

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
川
口

和
博
様
か
ら
、「
熊
本
地
震
の
後
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
で

初
め
て
顔
を
合
わ
せ
る
人
も
い
て
支
援
の
難
し
さ
を
感
じ

た
、
民
生
委
員
が
普
段
か
ら
地

域
の
人
と
顔
の
見
え
る
付
き
合

い
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
」
と
の
話
し
を
受
け
、
さ

っ
そ
く
、
9
月
13
日（
金
）の
定

例
会
で
研
修
会
の
振
り
返
り
を

行
い
、
町
民
協
と
し
て
災
害
時

の
行
動
指
針
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
夏
休
み
期
間
（
7
月
26
日
〜
8
月

24
日
の
毎
週
金
曜
日
）
子
ど
も
食
堂
「
民
ち
ゃ

ん
食
堂
」
を
ほ
っ
と
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
協
力
者
か
ら
い
た
だ
い
た
お
米
や
野

菜
を
使
っ
た
栄
養
満
点
の
料
理
を
子
ど
も
や
地

域
の
方
、
そ
し
て
ほ
っ
と
セ
ン
タ
ー
に
集
う
高

齢
者
も
一
緒
に
喜
ん
で
お
腹
一
杯
食
べ
て
い
ま

し
た
。
最
終
日
の
8
月
30
日
は
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
カ
レ
ー
を
作
る
予
定
で
し
た
が
、
台

風
の
影
響
で
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
延
2
3
0
名
の
方
々
が
利
用
し
て

く
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

幡
多
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宿
毛
市
で
行
わ
れ
る

夏
休
み
『
子
ど
も
民
ち
ゃ
ん
食
堂
』
開
店
！！

民
協『
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
』

民
協『
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
』

民
協『
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
』
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7
月
12
日（
金
）・
13
日（
土
）の
2
日
間
、
広
島
県
呉
に
あ
る
大
和
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
や
尾
道
市
の
西
日
光
耕
三
寺
を
観
光
し
て
き
ま
し
た
。

　
天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
頃
の
皆
さ
ん
の
行
い
が
良
い
せ
い

で
し
ょ
う
か
、
観
光
す
る
時
に
は
お
日
様
が
出
て
、
バ
ス
の
移
動
中
に

雨
が
降
る
と
い
っ
た
、
お
天
気
も
味
方
を
し
て
く
れ
楽
し
い
旅
と
な
り

ま
し
た
。

　
9
月
4
日（
水
）大
月
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
調
理
室
で
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
料
理
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
始

め
に
、
口
の
健
康
に
つ
い
て
、
歯
科
衛
生
士
の
山
口
と
も
こ
様
か
ら
食

べ
る
こ
と
や
噛
む
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
後
、
さ
っ
そ
く
調
理
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
な
か
に
は
普
段
は
家
で
は
何
も
し
な
い
、
妻
が
全
部

し
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
手
際
よ
く
野
菜
を
切
っ
た
り
フ
ラ

イ
パ
ン
で
炒
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た

料
理
は
、
各
班
に
分
か
れ
て
皆
で
美
味
し
く
食
べ
ま
し

た
。

老
連
会
員
親
睦
旅
行
で
広
島
に
行
く

男
の
料
理
教
室
を
大
月
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
と
実
施

老
連『
健
康
づ
く
り
介
護
予
防
事
業
』

老
連『
健
康
づ
く
り
介
護
予
防
事
業
』

老
連『
健
康
づ
く
り
介
護
予
防
事
業
』
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　毎年、鉾土の夏祭りで神
輿が施設の前まで来てくれ
ます。今年も7月18日（木）
に鉾土地区の皆さまが施設
の前まで来てくれ、入居者
全員で拝観しました。鉾土
地区の皆さま、いつもあり
がとうございます。

　新型コロナウイルス感染症の流行により地域のボランティアの皆さんの訪問による
敬老会を中止してきましたが、今年は9月16日（月）～20日（金）までの5日間、訪問いた
だき歌や踊り等を披露していただきました。久しぶりの訪問で、利用者の皆さん始め
職員も楽しいひと時を過ごすことができました。ありがとうございました。

ご協力いただいたボランティアの方々

　コロナ禍になり、思うように外出や家族等との面会
ができない中、できるだけ入居者の皆さんが楽しく過
ごすことができるようにと、月のなごみではおやつバ
イキングを、のんびり館では喫茶や昼食バイキングを
実施しました。
　月のなごみでは、お昼のごちそうを食べた後でしたが、
入居者の皆さん、おやつは別腹だと、思い思いに好き
な物を選んでいました。
　また、のんびり館でもご自分が好きな物を選んでも
らい、お代わりも自由で皆さんお腹いっぱい食べました。

グループホーム月のなごみ・のんびり館より

 鉾 土 地 区 夏 祭 り

デ イ サ ー ビ ス さ ん ご 敬 老 会

蘆姫ノ井・春遠・樫ノ浦・西泊・弘見（連合クラブ）
蘆大月町民生児童委員協議会 福祉一座
蘆大月民踊クラブ・カラオケ有志（郷地区）
蘆樫ノ浦老人クラブ連合（弘見）　　蘆柏島劇団一同
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夏休み工作づくり（全５回）

第1回　ファッションショー　　7月19日（金）

7月31日（水）、
8月7日（水）／13日（火）／
　　　　　22日（木）／24日（土）

敬老お楽しみ会　　9月10日（火）

　パッチワーク教室で日頃より作成されている作品を利用者さん
にお披露目してもらうため、第1回ファッションショーを開催しま
した。
　それぞれがご自分で作成した服を着てホールをランウェイする
と利用者さんからは「きれい」や「すごい」、「ここはどうやって縫っ
てるの？」などお色直しをするたびに盛り上がっていました。
　教室の皆さんからは「緊張した」や「喜んでもらえてよかった」
など笑顔で話されていました。

　子どもの利用増加を目的とした取り組みと
して夏休み工作づくりを企画しました。
　当初は「センサリーボトル」「フォトフレー
ム」を1回ずつの予定でしたが、好評につき
全5回実施することが出来ました。
机いっぱいに材料を広げ、「こうしよう、こ
こにつけてみよう」など思い思いに材料を選
びながらみんな真剣に自分だけの作品を作成
していました。
　そんな様子を側で見ていた高齢者のみなさ
んも自分たちもやってみたいということになり、
急遽交流という形でみんなでワイワイと楽し
みながら作品を作っていました。

　9月は敬老会ということで毎年恒例の敬老
お楽しみ会を実施。午前中は2チームに分か
れて大月町を題材にしたクイズでワイワイ楽
しみ、お昼からはおはぎ作りをしました。慣
れた手つきであんこときな粉のおはぎ2つを
仕上げていました。中にはもう少し若いころ
は1日で100個作ったことがあったと話され
ている方もおり、昔話で大いに盛り上がって
いました。
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今
年
の
夏
も
、
昨
年
よ

り
一
段
と
暑
く
、
連
日
の

よ
う
に
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
署
か
ら
、
「
日
中
は

屋
外
に
出
ず
水
分
補
給
を

十
分
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
毎
日
の
よ
う
に
放
送
が

あ
り
、
昔
は
、
こ
の
よ
う

な
放
送
は
な
か
っ
た
な
ぁ
、

そ
れ
だ
け
気
候
が
変
動
し

た
ん
だ
と
感
じ
た
こ
と
で

し
た
。

　
そ
の
季
節
も
、
台
風
１０

号
が
襲
来
し
て
か
ら
、
少

し
朝
晩
と
涼
し
さ
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
少
し
ず
つ
秋

へ
と
季
節
が
変
わ
り
、
過

ご
し
や
す
く
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
社
会
福
祉

協
議
会
も
秋
か
ら
年
末
に

か
け
て
輪
投
げ
大
会
や
福

祉
大
会
等
、
た
く
さ
ん
の

事
業
が
あ
り
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
と
会
え
る
こ
と

を
今
か
と
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

山
岡
　
　
恵

善意のまごころたくさんよせられて（令和６年６月～９月まで）
食材は配食サービスやデイサービスさんご、グループホーム月のなごみ、のんびり館、
ほっとセンター、子ども食堂等で有効に活用させていただきました。

地　　区 氏　名（敬称略） 品　　　目 備　　　考

郷

〃

清　王

平　山

古満目

本　村

内　平

白　浜

姫ノ井

西　泊

春　遠

四万十市

谷岡　俊男

饌闢　一洋

山闢　行年

匿名希望

後藤　福子

兼松　照章

森下　　遵

岩本　　考

山岡　幸子

山内チヅ子

渡辺　宏一

大笠ゴールデンクラブ

幡多福祉保健所

野　菜

米

野　菜

古切手

果　物

野　菜

〃

鮮　魚

新聞紙ゴミ袋

野　菜

〃

果　物

古切手

参　加　費　　１００円
お問合せ先　　大月町地域包括支援センター　７３‐１７００
　　　　　　　大月町社会福祉協議会　　　　７３‐１１１９

　大月町地域包括支援センターと共催で、毎月最後の週の水曜日（第4水曜日か
第5水曜日）午後1時30分から3時まで、ほっとセンターで開催しています。認
知症の家族を介護されている方、認知症について知りたい方どなたでも参加でき、
認知症について知識を深めたり介護の相談ができる場として開いています。
コーヒーやお茶を飲みながらまずは気軽に一緒にお話ししませんか？
　また、昨年に続き10月19日（土）大月町農村環境改善センターで上映会『ケアニンこころに
咲く花』が開催されます。地域の皆さんお誘いのうえ、ぜひ観覧ください。
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